Measurement of redox states of mitochondrial cytochrome aa3 in regions of liver lobule by reflectance microspectroscopy by チン, セイショウ & 陳, 声松
Osaka University





















第 1 1 286 号
平成 6 年 3 月 25 日
学位規則第 4 条第 1 項該当
医学研究科内科系専攻
Measurement of redox states of mitochondrial cytochrome aa 3 in 










ることがよく知られている O 酸素分圧は門脈域では中心静脈域より約 2 倍高いことが報告されており，しかも，門脈
域の酸素消費は中心静脈域より約 2 倍高いことも明らかになっている O この様に肝小葉内における酸素分圧の部位差
は肝細胞代謝レベルの指標となりうると考えられ，その実測値は肝小葉内における細胞機能の部位差を表現する時に，
重要な因子となると推測される O 種々の肝細胞障害の発生に肝小葉内での酸素分圧の不均ーが関与していることが推







SD 系雄性飽食ラット(体重130-170 g) の肝を， in situ にて95%02 十 5 %C02 で飽和した Krebs-Henselei t 緩衝
液 (pH7 .4， 370C) を用い，開放系回路・定圧で門脈より濯流し，流量が 4 ml/min/ g liver となるように門脈圧を
設定したO 流入液及び流出液中の酸素濃度はガルパニ型酸素電極を用いて経時的に測定した。流入液中酸素濃度は緩




で直結した顕微分光分析装置を用い肝表面上の 2 つの微小スポット(径20μm) からの反射スペクトルを同時にコ
ンビュータで演算・記録した。 CCD カメラから得られた顕微鏡像上で肝小葉の構造(肝細胞索や類洞など)が明瞭
に観察され，肝小葉内門脈域・中心静脈域の同定を行い，測定部位の選択を行った。 95%02 十 5%C02 飽和緩衝液で





得られた反射スペクトルの差スペクトルに還元型チトクローム C+Cl ， b, aa3 の吸光 peak が認められた。その吸光
peak は酸素分圧の低下と共に増大し，酸素濃度が O の時に最大となった。酸素で飽和した緩衝液から窒素で飽和し




衝液で濯流した時に，門脈域や中心静脈域における流量とチトクローム aa3 酸化還元レベルの関係は流量 4 ml/min 











流肝小葉内の20μm スポットでも還元型チトクローム C+Cl ， b, aa3 の吸光 peak が認められ，これらの peak は濯流液
中の酸素濃度の変化に応じて変化していた。門脈域や中心静脈域でのチトクローム aa3酸化還元レベルは肝小葉内の
酸素分圧の部位差をよく反映し門脈域から中心静脈域へ向かう還元レベルの上昇がみられた。各部位のチトクロー
ム aa3 酸化還元レベルとそれぞれの局所類洞内酸素濃度と密接な関係を示し，チトクローム aa3 が50%還元される酸素
濃度は門脈域より中心静脈域が低かった。一方，門脈域から中心静脈域へ向かう肝細胞索の酸化還元レベルの勾配に
は同一肝小葉内で、も類洞ごとに若干の差異があった。
本研究における顕微反射スペクトル分析装置による肝組織酸化還元レベルの研究は，二次元分布の研究及び肝病態
生理メカニズムの解析など貢献するところが多く 本論文は学位の授与に値すると考えられる。
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